
  

 
 
 
 

   インフルエンザ 815 人、結核 2,742 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

はっきりしない自覚症状に注意 

   

  「咳が続くけれど、きっとただの風邪だろう。」 

  「なんとなく体のだるさが抜けない。疲れすぎかな？」 

などと思い込まないで早めに医師の診察を受けましょう。主な自覚症状は、2 週間以

上続く咳、痰、血痰、発熱、胸痛、だるさ、寝汗などで、風邪や疲労と区別がつかな

いものが多いようです。病状が悪化すると、自分の「咳」や「くしゃみ」の際に結核

菌が混じるようになり、家族や職場の人をも感染させるおそれがあります。 

  また自覚症状がほとんどなくても、健康診断の胸部レントゲン写真で見つかること

もあります。年に 1 度は健康診断を受けることをおすすめします。 

  これらは平成 9 年に日本でそれぞれ

の病気で亡くなった方の人数です。今年

7 月に厚生省から「結核緊急事態宣言」

が出されました。結核患者数は日本人の

生活レベルの向上や薬剤の開発により

年々減ってきましたが、平成９年に新た

に結核として登録された患者数は前年

に比べ増加しました。結核は、平成９年

では約 42,000 人の新規患者が発生

し、約 2,700 人が死亡するという我が

国最大の感染症です。名古屋市の新規登

録患者数も平成 9 年から増加に転じて

います（右図）。 
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薬が効かない結核菌 

 

  薬を使っても死なずに繁殖を続ける菌（「薬剤耐性菌」という）による感染症が、

深刻な問題となっています。結核も例外ではありません。「多剤耐性結核菌」といっ

て、結核治療の中心である 2 種類の薬（イソニアジドとリファンピシン）のどちらに

も抵抗力を示す結核菌が出現してきました。この菌をつくりだす大きな原因の一つと

して、結核治療の中断があげられています。結核の患者さんがご自分の判断で薬を飲

むことを止めてしまった結果、完全に死ななかった結核菌が薬に対して抵抗力を持っ

てしまったのです。 

  全国の結核登録患者のうち 1,500 人から 2,000 人程度が、この「多剤耐性結核

菌」による結核患者であり、その患者数は毎年約 80 人ずつ増加していると報告され

ています。これは、治療が困難な結核が増えてきていることを意味します。 

  もし結核にかかってしまったら、必ず主治医の指示に従って正しく薬を飲みましょ

う。それが自分の結核を完全に治すことであり、「多剤耐性結核菌」をつくらないこ

とにもつながります。 

おわりに 

 

  結核の自覚症状は、風邪や疲れとまちがえられることがあります。そのため、受診

がおくれて病状が悪化しやすいのです。咳やだるさが長く続くようでしたら、結核の

可能性もあります。早めに医師の診察を受けましょう。 

  そして、もしも結核と診断されて治療を開始した場合には、主治医の指示に従って

正しい服薬を心がけましょう。 
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